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刊
行
に
あ
た
っ
て
―
史
料
の
解
説
を
中
心
に
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千

葉

県

文

書

館

古

文
書

調

査

員 

加

藤 

時

男 

 

は
じ
め
に 

 

明

治

二

十

二
（

一

八

九

九

）
年

四

月

、
町

村

制

施

行

に

よ

り

、
近

世

以

来

の

村

々

は

消

滅

し

、
千

葉

県

内

で

は

二
四

五

七

町

村

が

合

併

し

て

新

し

い

三

五

七

町

村

と

な

り

、

源

村

も

成

立

し

た

。 

 

こ

れ

以

来

、
明

治

～

昭

和

前

期

の

源

村

は

全

国

的

に

も

著

名

な
「

模

範

村

」
で

あ

っ

た

た

め

、
村

役

場

の
関

係

書

類

も

大

切
に

保

存
・
継

承

さ

れ

、
県

内

で

も

有

数

の

村

役

場

文

書

と

な

っ

て

い

る

。
明

治

二

十

二
（

一

八

八

九

）
年

の

源

村

成

立
以

来

、
昭

和

二
十

九
（

一

九

五

四

）
年

の

町

村

合

併

に

よ

り

源

村

が

消

滅

す

る

ま

で

の

五

一

八

一

四

点

の

膨

大

な

役

場

文

書

で
あ

る

。
こ

れ

ら

の

文

書

は

平

成

二
（

一

九

九

〇

）
年

、
東

金

市
・
山

武

町

と

千

葉

県

文

書

館

と

の

寄

託

契

約

に

基

づ

い

て

千

葉

県

文

書

館

で

保

存

管

理

さ
れ

て

い

る

。
以

後

、
文

書

館

に

よ

る

調

査

が

続

け

ら

れ
『

旧

源

村

役

場

文

書

目

録

』
第

一

集

～

第

三

集
（

平

成

十

年
～

十

三

年

）
も
刊

行

さ

れ

て

い

る

。『

東

金

市

史 

史

料

扁

四

』（

昭

和

五

十

七

年

）『

山

武

町

史 

史
料

集
（

近

現

代

編

）
』（

昭

和

六

十

一

年

）
に

は

、

こ

れ

ら

源

村

役

場

文

書

か

ら

も

多

く

の

史

料

が

採

録

さ

れ

て

い

る

。
し

か

し

、
紙

面

の
制

約

に

よ
り

、
そ

の

一

部

し

か

掲
載

さ

れ

て

い

な

い

。
そ

こ

で
「

役

場

日

誌

」
を

中

心

と

し

て

こ

こ

に

紹

介

す

る

も

の

で

あ

る

。
併

せ

て

、
平
成

二

十

六
（

二

〇

一

四

）
年

、
新

発

見

の

東

金

市

上

布

田

猪

野

裕

子

家

文

書

か

ら

源

村

関

係

の

文

書

も

紹

介

し

た

。

猪

野

祐

子

家

文

書

の

発

見

経

緯

や

文

書

の

概

要

等

に

つ

い

て

は

、

の

ち

に

述

べ

る

。 

 

こ

れ

ら

の

史

料

を

も

と

に

、

山

武

市

で

は

平

成

二

十

八

（

二

〇

一

六

）

年

、
『
旧

山

武

町
の

近
現

代

―

旧

睦

岡

村

・

旧
日

向

村

・

旧

源

村

の

成

立

と

発

展

―

』
を

刊

行

し

た

。
今

回

の

東

金

市

に

よ

る

刊

行

は

、
そ

れ
ら

の

成

果
・
蓄

積

を

継

承

し

て

実

現
し

た

も

の

で

あ

る

。 
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一 

源
村
の
成
立
に
む
け
て 

こ

こ

で

は

、
明

治

二

十

二
（

一

八

八

九

）
年

の

源

村

成

立

以

前

の

連

合

戸

長

役

場

時

代

の

史

料

を

紹

介

し

た
。
史

料

は

全

て

東
金

市

上

布

田

猪

野

裕

子

家

文

書

に

よ

る

も

の

で

あ

る

。
そ

こ

で

、
次

に

同

家

文

書

の

発

見

、
調

査

の

詳

し

い

経

過

を

報

告

し

て

お

く

も

の

で

あ

る

。 

○

調

査

の

経

緯 

平

成

二

十

六
（

二

〇

一

四

）
年

九

月

、
東

金

市

上

布

田

猪

野

裕

子

氏

よ

り

、
約

三

〇

〇

〇

点

余

の

古

文

書
・
書

籍
・
書

画

類

が

山

武

市

歴

史

民

俗

資

料

館

に

寄

贈

さ

れ

た

。
史

料

は

近

世

末

か

ら

昭

和

前

期

に

わ

た

る

も

の

で

あ

り

、
近

世

の
上

布

田

村

か
ら

明

治

二

十

二

年

の

源

村

の

成

立

、
さ

ら

に

明

治

三

十

八

年

の

模

範

村

源

村

の

成

立

と

発

展

に

関

す

る

貴

重

な

史

料

群
で

あ

る

。
ま
た

書

画

に

は

地

元

を

代

表

す

る

南

画

家

安

川

柳

渓

の

大

き

な

屏

風

や

襖

絵

、
さ

ら

に

明

治

期

の

日

本

を

代

表
す

る

書

家

日

下

部

鳴

鶴
、
漢

詩
人

小

野

湖

山

ら

の

扁

額

な

ど

で

あ

っ

た

。 

東

金

市

上

布

田

の

猪

野

家

文

書

が

発

見

さ

れ

、

山

武

市

歴

史

民

俗

資

料

館

が

調

査

し

同

館

に

寄

贈

さ

れ

る

に

至

る

に

は

様

々

の

経

緯

が

あ

っ

た

。
そ

の

契

機

と

な

っ

た

の

は

東

金

市

上

宿

の

中

島

き

み

よ

氏

が

昭

和

四

十

七
（

一

九

七

二

）
年

三

月

に

成

東

町

歴

史

民

俗

資

料

館
（

当

時

）
に

寄

贈

し

た

張

交

屏

風

を

再

調

査

し

た

こ

と

に

始

ま

っ

た

。
こ
の

屏

風

は
受

け

入

れ

当

初

か

ら

痛
み

が

あ

っ

た

が

、

四

十

年

余

を

経

た

近

年

に

は

一

段

と

破

損

も

進

み

、

剥

離

状

態

に

あ

る

史

料

も

か

な

り

出

て

き

た

。

そ

こ

で

平

成

二

十

五

（

二

〇

一

三

）

年

九

月

、

史

料

保

存

の

点

か

ら

一

点

毎

に

分

離

し

、

目

録

を

作

成

し

、

内

容

を

調

査

す

る

こ
と

に

な

っ

た

。 

そ

の

目

録

は
参

考

資

料

と

し

て

紹

介

し

た

、
山

武

市

の

調

査

報

告

書

に

あ

る
「

中

島
家

屏

風

文

書

目

録

」
の
通

り

で

あ

っ

た

。
特

に

注

目

す

べ

き

点

が

二

点

あ

っ

た

。
一

つ

は

上

総

道

学

関

係

の

稲

葉

黙

斎

、
三

上

是

庵

の

書

簡

が

張

込

ま

れ

て

い

た

こ

と

で

あ

り

、

他

の

一

つ

は

地

元

東

金

福

俵

の

画

家

安

川

柳

渓

の

扇

面

や

書

簡

が

張

込

ま

れ

て

い

た

こ

と

で

あ

る

。 

前

者

に

つ

い

て

は

三

上

是

庵

書

簡

の

宛

名

が

佐

久

間

泉

台

で

あ

る

こ

と

か

ら

山

武

市

湯

坂

の

真

行

寺

家

、

佐

久

間

家

が

深

く

関

わ

っ

て

い

る

こ

と

が

推

測

さ

れ

た

。
そ

れ

は

山

武

市

歴

史

民

俗

資

料

館

に

よ

る

史

料

調

査

に

よ

り

、
湯

坂

区
の

真

行

寺

家

か

ら

多

数

の

上

総

道

学

関

係

史

料
（

稲

葉

黙

斎

書

簡

、
三

上

是

庵

書

簡

等

々

）
が

発

見

さ

れ

て
い

た

か

ら

で

あ

る

。
調

査

の

結

果

屏
風

の

寄

贈

者

中

島

き

み

よ

氏

の

夫

要

氏

は

湯

坂

区

佐

久

間

家

の

人

で

あ

り

、
東

金

中

島

家

に

婿

入

り

し

た

こ
と

も

判

明

し

、
こ

の

屏

風

の

元

来

の

作

成

地

の

一

つ

が

湯

坂

区

佐

久

間

家

で

あ

る

も

の

と

判

明

し

た

。 

後

者

の

安

川

柳

渓

書

簡

の

宛

名

は

上

布

田

猪

野

多

喜

二

、
朔

太

郎

と

な

っ

て

お

り

、
東

金

市

上

布

田

の

猪

野

家

が

深

く

関

わ

っ

て
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い

る

こ

と

も

判

明

し

た

。
東

金

市

教

育

委

員

会

生

涯

学

習

課

稗

田

利

恵

子

氏

に

依

頼

し

調

査

し

た

と

こ

ろ

、
上

布

田

区

に

は

古

文

書

史

料

な

ど

を

所

蔵

す

る

旧

家

、
数

軒

の

猪

野

家

が

所

在

し

、
そ

の

う

ち

猪

野

裕

子

家
が

猪

野

多

喜

二

、
朔

太

郎

父

子

の

子
孫

で

あ

る

こ

と

が

判

明

し

た

。 
さ

ら

に

、
屏

風

の

裏

打

文

書

を

調

査

し

た

と

こ

ろ

、
興

味

深

い

史

料

が

多

く

発

見

さ

れ

た

が

、
な
か

で

も

明
治

十

六

年

の
「
道

中

日

記

帳

」
は

ほ

ぼ

復

元

で

き

た

。
ま

た

、
こ

の

日

記

の

書

き

手

猪

野

丹

蔵

は

多

喜

二

の

先

代

で

あ

る

こ

と

も
わ

か

っ

た

。
こ

れ

ら

の

裏

打

に

使

用

さ

れ

た

文

書

は

殆

ど

が

猪

野

家

関

係

の

も

の

で

あ

り

、

こ

の

屏

風

も

上

布

田

猪

野

家

で

作

成

さ
れ

た

可

能

性

が

高

い
。

そ

の

後

の

調

査

で

中

島

家

へ

婿

入

り

し

た

要

氏

の

母

ち

か

は

猪

野

多

喜

二

の

長

女

で

あ

り

、

湯

坂

の

佐

久

間

家

に

嫁

い

で

い

る

こ

と

も

判

明

し

た

。
お

そ

ら

く

、
こ

の

と

き

持

参

し

た

屏

風

に

上

総

道

学

関

係

を

追

加

し

、
要

氏

が

東

金

中

島

家

に

持

参

し

た

も

の

で

あ

ろ

う

。 

○

猪

野

家

と

文

書

の

概

要 

 

東

金

市

上

布

田

に

は

近

世

以

来

の

旧

家

猪

野

家

が

数

軒

あ

る

。
一

軒

は

猪

野

靖

夫

家

で

あ

り

、
家

号

を
「

大

」
と

称

し

、
代

々

七

郎

右

衛

門

を

襲

名

し

、
上

布

田

村

の

割

元

名

主

を

務

め

て

い

る

。
猪

野

靖

夫

家

文

書
は

平

成

六
（
一

九

九

四

）
年
「

房

総
史

料

調

査

会

」
に

よ

る

調

査

が

終

了

し

て

い

る

。
も

う

一

軒

が

猪

野

裕

子

家

で

、
家

号

を
「

油

内

」
と

称

し

、
元

々

は

小

川

姓

で

あ
っ

た

が

、

幕

末

に

猪

野

七

郎

右

衛

門
（

十

二

代

）
の

弟

丹

蔵

が

小

川

家

を

継

承

し

、
の

ち

猪

野
姓

に

変

更

し

た

も

の

で

あ

る

。
従

っ

て

両

家
は

本

家

分

家

の

関

係

に

な

る

。 

 

猪

野

家

文

書

は

幕

末

の

当

主

丹

蔵

時

代

か

ら

の

も

の

で

あ

る

。
丹

蔵

は

布

田

村

組

頭

を

務

め

、
薬

王

寺

の

檀

家

惣

代

や
門

前

で

の

旅

宿

業

な

ど

幅

広

く

事

業

を

展

開

し

て

い

る

。
近

代

に

は

布

田

村

用

掛

を

務

め

、
布

田

村

戸

長

か

ら

初

代

源

村

長

と

も

な

る

本

家

七

郎

右

衛

門
（

甥

）
の

後

見

役

で

も

あ

っ

た

と

思

わ

れ

、
戸

長

役

場

関

係

文

書

も

多

数

存

在

す

る

。
さ

ら

に

明

治

二

十

三

年

、
源

村

が

成

立

す

る

と

次

の

多

喜

二
・
朔

太

郎

父

子

は

村

会

議

員
・
上

布

田

区

長

な

ど

を

務

め

、
源

村

役

場
（

村

長

）
通

知

な

ど

役

場

文

書

を

克

明

に

保

存

し

て

い

る

。
ま

た

、
次

の

家

郷

は

昭

和

三

～

五

年

に

源

村

長

を

務

め

て

お

り

、
昭

和

初

期

の

役

場

文

書

も

あ

り

、
猪

野

裕

子

家

文

書

は

全

体

と

し

て

千

葉

県

文

書

館

の

所

蔵

す

る

「

旧

源

村

役

場

文

書

目

録

」

を

補

強

す

る

意

味

も
あ

る

と

い

え

る

。 

 

猪

野

家

文

書

の

詳

細

は

、
平

成

二

十

七
（

二

〇

一

五

）
年

、
山

武

市

が

刊

行

し

た
『

旧

源

村

上

布

田

猪

野

家

文

書

目

録 

付

(1 )
東

金

市

東

金

中

島

家

屏

風

文

書

目

録 

(2 )
今

井

家

文

書

目

録

』

に

掲

載

さ

れ

て

い

る

。 

 
 

明

治

十

一
（

一

八

七

八

）
年

、「

三

新

法

」
が

成

立

し

、
明

治

十

三
（

一

八

八

〇

）
年

に

は

町

村

議

会

の

設

置

が

制

度

化

さ

れ
、



4 

 

地

方

自

治

制

度

の

起

点

と

な

っ

た

。
史

料

1
「

御

布

達

書

」
～

史

料

7
「

御

布

達

書

」
は

三

新

法

成

立

前

の

第

八
大

区

五

小

区

扱
所

よ

り

上

布

田

村

用

掛

に

発

せ

ら

れ

た

も

の

で

あ

り

、
さ

ら

に

近

代

的

行

政

制

度

が

成
立

す

る

過

程

で

明

治

十

七
（

一

八

八

四

）
年

、

戸

長

役

場

の

管

轄

区

域

が

拡

大

さ

れ

た

。

千

葉

県

内

で

も

三

町

村

か

ら

六

町

村

以

上

へ

と

二

倍

以

上

に

拡

大

さ

れ

た

こ

と

は

明

治

二

十

二
（

一

八

八

九

）
年

の

町

村

制

へ

の

準

備

と

な

っ

た

。
源

村

の

場

合

に

も

、
こ

の

と

き

の

上

布

田

村

外

八

ヶ

村
（

合
計

九

ヶ

村

）

が

そ

の

ま

ま

源

村

と

な

っ

た

。
上

布

田

村

の

有

力

者

で

あ

っ

た

猪

野

家

に

は

源

村

成

立

に

至

る

関

係

文

書

が
残

さ

れ

て

い

る

。
猪

野

家

に

は

源

村

成

立

に

至

る
関

係

文

書

が

残

さ

れ

て

い

る

。
猪

野

家

は

同

じ

上

布

田

の
猪

野

七

郎

右

衛

門

家

の

分

家

で

あ

り

、
こ

の

時

期

の

当

主

猪

野

丹

蔵

は

初

代

源

村

長

猪

野

七

郎

右

衛

門

の

叔

父

に

あ

た

る

。
史

料

8
「

予

算

議

案

説
明

書

并

ニ

決

議

案

」
史

料

9
「

上

布

田

村

組

合

規

約

」

は

源

村

成

立

直

前

の

上

布

田

村

外

八

ヶ

村

戸

長

役

場

の

状

況

を

示

し

て

い

る

。

な

お

、
“

丹

蔵

―

多
喜

二

―

朔

太

郎

”

と

続

く

猪

野

家

系

譜

に

つ

い

て

は

山

武

市

刊

行

の

『

猪

野

家

文

書

目

録

』

を

参

照

さ

れ

た

い

。 

  
 

猪野家長屋門  

中島家屏風  
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二
、
源
村
の
成
立
と
発
展 

 
明

治

二

十

二
（

一

九

八

九

）
年

の

源

村

成

立

以

後

の

発

展

を

紹

介

す

る

。
源

村

は

日

露

戦

争

中

の

明

治

三

十

八
（

一

九
〇

五

）
年

二

月

、
「

日

本

帝

国

ニ

於

ケ

ル

三

模

範

村

」

と

し

て

国

内

外

に

紹

介

さ

れ

た

著

名

な

「

模

範

村

」

で

あ

り

、

人

々

の

関

心

も

高

い

。

加

え

て

、
平

成

二

十

六
（

二

〇

一

四

）
年

に

は

東

金

市

上

布

田

の

猪

野

裕

子

家

か

ら

大

量

の

古

文

書

が

発

見

さ

れ

、
山

武
市

歴

史

民

俗

資

料

館

で

調

査

し

、
平

成

二

十

七

年

に

は
『

猪

野

家

文

書

目

録

』
も

刊

行

さ

れ

た

。
そ

の

中

に

は

源

村

成

立

前

後

の

貴

重

な
文

書

も

含

ま

れ

て

い

た

の

で

併

せ

て

紹

介

す

る

こ

と

に

し

た

。

次

に

紹

介

の

各

史

料

に

つ

い

て

、

そ

の

概

要

等

を

目

次

に

沿

っ

て

述

べ

る

。 

( 1 )
日

清

戦

争

前

後 

 

現

在

残

さ

れ

て

い

る
「

源

村

役

場

日

誌

」
は

明

治

二

十

六
（

一

八

九

三

）
年

十

二

月

か

ら

の

も

の

で

あ

り
、
昭

和

二

十

九

年

の

合

併

に

至

る

ま

で

は

ほ

ぼ

完

備

し

て

い

る

。
こ

こ

で

は

史

料

10
～

13
「

役

場

日

誌

」
の

初

期

の

四

冊

を

紹
介

し

た

。
こ

の

時

期

の
「

役

場

日

誌

」

は

村

長

を

は

じ

め

役

場

吏

員

の

出

勤

記

録

的

な

も

の

で

役

場

業

務

に

関

す

る

記

事

は

少

な

い

。 

 

史

料

14
～

16
「

源

村

会

義

案

綴

込 

壱

～

参

」

は

、

源

村

村

会

議

員

を

務

め

た

猪

野

多

喜

二

の

記

録

で

あ

り

、

村

会

招
集

通

知

、

議

案

、

議

事

録

な

ど

「

役

場

日

誌

」

の

記

録

不

足

を

補

う

貴

重

な

記

録

で

あ

る

。 

( 2 )
日

露

戦

争

前

後 

―

模

範

村

の

成

立

と

発

展

― 

 

こ

の

時

期

、
源

村

は

政

府

の

地

方

改

良

運

動

推

進

策

の

な

か

で

、
明

治

三

十

八
（

一

九

〇

五

）
年
「

日

本

帝

国

ニ

於

ケ

ル

三

模

範

村

」

と

位

置

づ

け

ら

れ

、

国

の

内

外

か

ら

注

目

さ

れ

視

察

団

が

訪

れ

た

り

、
「

役
場

日

誌

」
の

記
事

も

豊

富

と

な

る

。 

 

史

料

19
～

24
「

源

村

役

場

日

誌

」
は

源

村

が

注

目

さ

れ

る

契

機

と

な

っ

た

明

治

三

十

六
（

一

九

〇

三

）
年

八

月

内

務

大
臣

児

玉

源

太

郎

の

源

村

視

察

が

行

わ

れ

た

明

治

三

十

六

年

度

分

の
「

源

村

役

場

日

誌

」
か

ら

、
日

露

戦

争

後
の

地

方

改

良

運

動

の

展
開

さ

れ

る

明

治

四

十

一
（

一

九

〇

八

）
年

度

分

ま

で

を

紹

介

し

た

。
な

お

、
こ

の

時

期

の

地

方

改

良

運

動

の

流

れ

を

理
解

す

る

一

助

と

し

て

、

そ

の

経

緯

を

年

表

風

に

紹

介

す

る

。 

 
 

明

治

36(1
9

0
3

)

．

8 

内

務

大

臣

児

玉

源

太

郎

源

村

視

察 

 
 

明

治

38(1
9

0
5

)

．

2 

源

村

「

日

本

帝

国

ニ

於

ケ

ル

三

模

範

村

」

と

し

て

紹

介

さ

れ

る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

自

治

協

会

の

子

爵

加

納

久

宜
（

最

後

の

一

宮

藩

主

）
ら

華

族

会

館

に

三

村

長
（

源

村
・
静

岡

県

稲

取

村
・ 

宮

城

県

生

出

村

）

を

招

待 



6 

 

 
 

明

治

41(1
9

0
8

)

．

1 

戊

申

詔

書

（

国

民

に

勤

勉

貯

蓄

・

風

俗

改

善

奨

励

）

発

布 

 
 

明

治

42(1
9

0
9

)

．

2 

尚

風

会

結

成 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

7 

第

一

回

地

方

改

良

講

習

会

（

講

師 

千

葉

県

知

事

有

吉

忠

一

、

子

爵

加

納

久

宜

） 

 
 

明

治

43(1
9

1
0

)

．

2 

全

国

模

範

村

と

し

て

28
ヶ

村

表

彰

（

源

村

も

表

彰

） 

 
 

明

治

44(1
9

1
1

)

．

5 

東

宮

殿

下

（

大

正

天

皇

）

来

県

、

成

東

中

学

視

察

、

源

村

に

も

東

宮

侍

従

甘

露

寺

受

長

派

遣 

 

紙

面

の

都

合

で

明

治

四

十

二

（

一

九

〇

九

）

年

以

後

の

「

源

村

役

場

日

誌

」

は

採

録

で

き

な

か

っ

た

。 

 

史

料

25
「

雑

件

簿

」

は

上

布

田

区

長

猪

野

朔

太

郎

の

記

録

で

あ

り

、

日

露

戦

争

直

後

の

源

村

の

状

況

を

示

し
て

い

る

。 

 

史

料

26
・

27
「

諸

達

綴

込

」
は

上

布

田

区

長

を

務

め

た

猪

野

朔

太

郎

と

源

村

役

場

と

の
接

渉

を

示

し

て

お

り

、
日

露

戦
争

直

後

か

ら

模

範

村

と

し

て

全

国

的

に

注

目

さ

れ

る

よ

う

に

な

る

。
史

料

28
「

尚

風

会

趣

意

」
は
明

治

四

十

一
（

一

九

〇
八

）
年

発

布

さ

れ

た

戊

申

詔

書

に

呼

応

す

る

よ

う

な

か

た

ち

で

結

成

さ

れ

た

民

間

有

志
（

山

武
・
長

生

中

心

）
に

よ

る

地

方

改

良

運

動

で

あ

る

、
尚

風

会

の

趣

意

書

及

び

規

則

で

あ

る

。

そ

の

発

起

人

十

七

名

の

な

か

に

は

源

村

長

山

本

八

三

郎

や

薬

王

寺

住

職

中

田

日

遧

も

名

を

連

ね

て

お

り

、

そ

の

発

会

式

は

明

治

四

十

二

（

一

九

〇

九

）

年

二

月

、

東

金

町

西

福

寺

に

お

い

て

挙

行

さ

れ

た

。 

 

史

料

29
「

源

村

役

場

ヨ

リ

通

知

書

綴

込

」
は

東

宮

来

県

の

明

治

四

十

四
（

一

九

一

一

）
年

の

役

場

と

区

長

と
の

接

渉

を

示

し

て

い

る

。 
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付
、
東
金
地
域
の
幕
末
と
明
治
維
新 

(1 )
真

忠

組

事

件 

 
史

料

30
「

文

久

太

平

記

」

は

猪

野

家

文

書

の

ひ

と

つ

で

あ

る

。 

 

「

文

久

太

平

記

」
（

文

久

四

年

南

総

山

辺

郡

布

田

村

猪

野

氏

写

之

）

と

称

す

る

こ

の

史

料

は

、

幕

末

に
当

地

方

で

勃

発

し

た

真

忠

組

事

件

の

顛

末

を

記

し

た

清

書

本

で

あ

り

、
現

在

ま

で

に

未

発

見

の

真

忠

組

事

件

に

関

す

る

情

報
も

含

ま

れ

て

い

る
。
作

者

等

に

つ

い

て

記

述

は

一

切

な

い

。
真

忠

組

事

件

に

つ

い

て

の

ま

と

ま

っ

た

著

作

は

東

金

新

宿

の

名

主

杉

谷

直

道

が

ま
と

め

た
『

真
忠

組

騒

動

実

録

』
が

有

名

で

あ

る

が

、
文

久

期

の

猪

野

家

当

主

丹

蔵

の

妹

喜

美

が

杉

谷

直

道

の

妻

と

な

っ

て

お

り

、
そ

の

辺

に

こ

の

文

書

が

猪

野

家

に

伝

来

し

た

事

情

が

隠

さ

れ

て

い

る

か

も

し

れ

な

い

。 

 

史

料

31
「

寄

場

名

主

篠

原

葵

白

の

日

記

」
は

、

(3 )
明

治

維

新

と

東

金

で

も

採

録

し

た
。
い

ず

れ

も

東

金

市

堀

上
の

篠

原

家

の

流

出

文

書

で

あ

る

。
そ

こ

で

、
篠

原

葵

白

と

こ

の

文

書

の

現

況

を

紹

介

す

る

。
な

お

、
こ

の

紹

介

は

平

成

二

十

七
（

二

〇

一

五
）
年

、
筆

者
（

加

藤

）
が

投

稿

し

た
『

千

葉

県

文

書

館 

第

20
号 

篠

原

葵

白

日

記

―

東

金

市

堀
上

篠

原

家

文

書

―

を

中

心

と

し

て

』
か

ら

の

抜

粋

で

あ

る

。 

 

東

金

市

堀

上

の

篠

原

家

文

書

は

、

昭

和

四

十

八

年

に

始

ま

っ

た

『

東

金

市

史

』

に

も

開

発

史

料

（

家

譜

）
、
上

総

道

学
、

俳

諧

史

料

な

ど

多

く

の

史

料

が

採

録

さ

れ

て

い

る

。
東

金

市

史

編

纂

室

の

作

成

し

た

内

部

資

料

の
「

収

集

古

文

書
（

コ

ピ

ー
）
リ

ス

ト

」
に

も

多

く

の

篠

原

家

文

書

が

掲

載

さ

れ

て

い

る

。
な

お

、
東

金

市

史

の

調

査

は

抽

出

調
査

で

あ

り

、
篠
原

家

に

は
大

量

の

未

調

査

文
書

が

存

在

し

た

。 

 

こ

れ

ら

の

文

書

の

一

部

は

、
平

成

八

年

～

十

年

に

か

け

て

三

次

に

亘

り

、
篠

原

初

子

氏

に

よ

り

千

葉

県

文

書

館

に

寄

託

さ

れ

、
現

在

調

査

整

理

中

で

あ

る

。 

 

こ

れ

と

前

後

し

て

、
篠

原

家

文

書

と

思

わ

れ

る

古

文

書

が

、
市

内

外

の

骨

董

市

や
古

書

市

場

に

散

見

さ

れ

、
そ

の

情

報

が

筆

者
に

も

寄

せ

ら

れ

た

。
例

え

ば

東

金

市

田

間

の

醍

醐

氏

や

東

金

市

台

方

の

久

我

氏

が

購

入

さ

れ

た

文

書

で

あ

る

。
こ

れ

ら

は

い
ず

れ

も

醍

醐

家

文

書

、
久

我

家

文

書

と

し

て

千

葉

県

文

書

館

に

寄

託

さ

れ

て

い

る

。
こ

れ

ら

の

中

で

最

大

の

文

書

群

が

、
平

成

十

二

年

神

田
の

古

書

店

源

喜

堂

書

店

の

古

書

目

録

に

写

真

入

り

で

掲

載

さ

れ

た

篠

原

家

文

書

で

あ

る

。

そ

の

説

明

の

一

部

に

は

「

文

化

頃

～

明

治

期

、
堀

上

村

割

元

篠

原

家

文

書

、
諸

日

記

、
書

簡

覚

等

千

通

以

上

」
と

あ

り

、
相

当

高

価

な

値

が

つ

け

て

あ

っ

た

。
結

局

、
こ

の
文

書

群

は

当

時

千

葉

県

文

書

館

嘱

託

で

あ

っ

た

青

木

三

郎

氏

‐

高

校

教

諭

と

し

て

東

金

高

校

に

在

職

し

、

篠

原

家

と

も

縁

が

あ

っ

た
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‐

が

購

入

し

、
そ

の

後

、
青

木

家

文

書
（

篠

原

家

旧

蔵

）
と

し

て

文

書

館

に

寄

託

さ

れ

た

。
現

在

文

書

館

と

し

て

調

査

整

理

中

で

あ

る

が

、

以

下

の

史

料

紹

介

は

特

別

閲

覧

に

よ

り

、

筆

者

が

主

と

し

て

日

記

を

調

査

し

た

も

の

で

あ

る

。 

 
な

お

、
篠

原

葵

白

に

日

記

に

つ

い

て

は

、
最

も

古

い

天

保

九

年

の

日

記

が

平

成

二

十

三

年

に

旧

松

尾

町

史
編

さ

ん

室

か

ら

発

見

さ

れ

た

。
そ

の

経

緯

に

ふ

れ

て

お

く

。
筆

者

は

平

成

十

二

年

以

来

、
成

東

町

の

史

料

調

査

を

依

頼

さ

れ

、
成

東

町

歴
史

民

俗

資

料

館
（

伊

藤

左

千

夫

生

家

）
を

拠

点

と

し

て

、
成

東

町

の
「

古

文

書

所

在

目

録

」「

古

文

書

史

料

集

」
の

刊

行

に

従

事

し
て

き

た

。
と

こ

ろ

が

、

平

成

十

八

年

の

町

村

合

併

に

よ

り

、
旧

成

東

町

、
松

尾

町

、
山

武

町

、
蓮

沼

村

の

四

ヶ

町

村

が

合

併

し

山

武
市

が

成

立

し

た

。
こ
の

こ

と

に

よ

り

成

東

町

以

外

の

三

町

村

の

史

料

調

査

に

も

従

事

す

る

こ

と

に

な

り

、

平

成

二

十

三

年

に

は

旧

松

尾

町

史

編

さ

ん

室

の

蒐

集

文

書

を

調

査

し

、
古

文

書

目

録

集

を

刊

行

す

る

こ

と

に

な

っ

た

。
殆

ん

ど

が

コ
ピ

ー

文

書

で

あ

っ

た

が

、
一

部

原

文

書

が

存
在

し

、
そ

の

う

ち

の

一

点

が

前

記

の

天

保

九

年

の

篠

原

葵

白

の

日

記

で

あ

っ

た

。
旧

松

尾

町

域

の

木

刀

村

、
五

反

田

村

が

堀

上

村

と

同

じ

旗

本

川

口

氏

の

所

領

で

あ

っ

た

の

で

、
関

係

史

料

と

し

て

入

手

し

た

の

も

の

と

思

わ

れ

る

。
な

お

、
川

口

氏

の

所

領

は

旧

成

東

町

域

の

富

口

村

、

芝

原

村

、

草

深

村

、

五

木

田

村

や

千

葉

市

域

の

小

食

土

村

に

も

あ

っ

た

。 

 

○

篠

原

家

と

葵

白

の

こ

と 

篠

原

家

は

堀

上

村

の

草

分

け

で

あ

り

、
近

世

に

は

代

々

村

役

人

を

歴

任

し

、
近

代

で

は

篠

原
蔵

司
が

明

治

二

十

二

年

の

町
村

合

併

に

よ

り

成

立

し

た

東

金

町

の

初

代

町

長

に

就

任

し

、

前

後

五

回

町

長

を

歴

任

す

る

な

ど

政

治

的

社

会

的

に

も

大
き

な

役

割

を

果

し

た
。

『

東

金

市

史
（

総

集

篇

）
』
（

昭

和

六

十

二

年

）
の

第

一

篇
「

人

物

」
に

は

篠

原

葵

白

、
篠

原

蔵

司

の

二

名

が
採

録

さ

れ

て

お

り
、
そ

の

中

に

は

篠

原

惟

秀

に

つ

い

て

の

記

述

も

あ

る

。
惟

秀

は

上

総

道

学

稲

葉

黙

斎

の

門

人

で

あ

る

と

共

に

、
白

井

鳥

酔
（

長

南

出

身

）

系

の

俳

人

で

も

あ

り

、

鶴

洲

と

号

し

た

。 

 

次

に

篠

原

家

の

略

系

譜

を

「

篠

原

氏

系

書

」
（
『

東

金

市

史

、

史

料

篇

一

』
）

な

ど

に

よ

り

紹

介

す

る

。 
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粂

三

郎(

前

夫)
 

第

十

代 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第

十

一

代 
 

 
 

第

十

二

代 

 
 

 
 

 
 

 
 

安

之

進

、

太

乙(

三

瓶)
 

 
 

葵

白 
 

 
 

蔵

之

助 
篠

原

お

銀 

 

第

九

代 

惟

秀
(

福

俵

村

北

田

太

兵

衛

次

男)

稲

葉

黙

斎

門

人

、

俳

人 

  
 

第

十

三

代 
 

 
 

 
 

第

十

四

代 
 

 
 

 
 

第

十

五

代 
 

 

 
 

蔵

司 
 

 
 

 
 

 
 

蔵

司 
 

 
 

 
 

 

逸

平 
 

 

靖

志(

現

当

主)
 

明

治

二

二

初

代

東

金

町

長 
 

九

十

九

里

鉄

道

社

長

、

俳

人 
 

高

校

教

師 
 

医

師 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

ま

た

、

こ

れ

か

ら

史

料

紹

介

す

る

「

日

記

」

の

書

き

手

篠

原

葵

白

（

与

五

右

衛

門

、

周

徳

）

の

略

歴

を

次
に

紹

介

す

る

。 

 
 

寛

政

七(

一

七

九

五)  
 

山

辺

郡

堀

上

村

に

出

生 

 
 

文

政

二(

一

八

一

九)  
 

家

督

相

続 

 
 

天

保

七(

一

八

三

六)  
 

関

東

取

締

出

役

よ

り

東

金

町

組

合

大

惣

代

、

地

頭

所

よ

り

割

元

役 

 
 

天

保

一

一(

一

八

四

〇)  

忰

与

五

郎(

蔵

之

助)

に

名

主

役

、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

与

五

右

衛

門(

葵

白)
は

割

元

兼

地

頭

所

詰

役 

 
 

嘉

永

三(

一

八

五

〇)  
 

東

金

町

に

隠

居

所

、

葵

白

と

改

名

、

俳

諧

に

専

念 

 
 

安

政

四(

一

八

五

七)  
 

惺

庵

西

馬

門

下

と

し

て

立

机

、

宗

匠

の

地

位 

 
 

明

治

一

三(

一

八

八

〇)  

死

去

、

八

十

四

才 

 

○

葵

白

「

日

記

」

の

所

在

状

況

と

概

要 

 

現

段

階

で

筆

者

の

把

握

し

て

い

る

「

日

記

」

の

所

在

状

況

は

次

の

通

り

で

あ

る

。 
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※

１

は

旧

松

尾

町

史

編

さ

ん

室(

山

武

市

松

尾

町)

蔵 
 

1 3(

ア

39) 

12(

ア

71) 

11(

ア

92) 

10(

ア

46) 

９(

ア

62) 

８(

ア

61) 

７(

ア

89) 

６(

ア

63) 

５(

ア

68) 

４(

ア

52) 

３(

ア

67) 

２(

ア

69) 

１(

№

1) 

 

史

料(

目

録)

番

号 

諸

日

記 

葵

白 

諸

日

記 

篠

原

葵

白 

諸

日

記 

篠

原 

諸

日

記 

篠

原 

諸

日

記 

諸

用

日

記 

葵

白 

諸

日

記 

乙

丑

五

月 
葵

白 

諸

日

記 

甲

子

二

月 

葵

白 

諸

日

記 
葵

白 

諸

日

記 

弐

番 

葵

白 

日

記 

酉

中

春 

葵

白 
日

記 

篠

原

控 

諸

日

記 

篠

原 

表

題 

明

治

六

年

二

月

一

六

日

～

七

年

二

月

二

日 

明

治

五

年

一

月

一

日

～

六

年

二

月

一

五

日 

明

治

三

年

一

月

一

日

～

一

二

月

二

九

日 

明

治

二

年

一

月

一

日

～

一

二

月

三

〇

日 

慶

応

四

年

一

月

一

日

～

明

治

一

年

一

二

月

二

九

日 
慶

応

二

年

一

月

一

日

～

三

年

一

月

九

日 

慶

応

一

年

五

月

一

日

～

一

二

月

二

九

日 

文

久

四

年

二

月

一

月

～

元

治

二

年

四

月

三

〇

日 

文

久

三

年

一

月

一

日

～

四

年

一

月

二

九

日 

文

久

一

年

八

月

一

六

日

～

二

年

三

月

一

八

日 

文

久

一

年

二

月

一

六

日

～

八

月

一

五

日 

嘉

永

六

年

七

月

二

五

日

～

七

年

七

月

六

日 

天

保

九

年

七

月

二

四

日

～

十

年

八

月

二

九

日 

年

代 
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日

記

は

全

体

で

十

三

冊

発

見

さ

れ

て

お

り

、
天

保

九

年

～

十

年

の

も

の

が

一

冊

あ
り

、
残

り

は

全

て

嘉

永

六

年

以

後

、
葵

白

の

晩

年

明

治

七

年

ま

で

の

も

の

で

あ

る

。

天

保

九

年

～

十

年

の

日

記

に

は

東

金

町

寄

場

組

合

惣

代

や

旗

本

川

口

氏

の

割

元

名

主

と

し

て

の

活

動

が

広

く

記

さ

れ

て

お

り

、

天

保

期

の

東

金

町

域

や

木

刀

村

五

反

田

村

富

口

村

芝

原

村

草

深

村

五

木

田

村

―

以

上

山

武

市

域

―

や

小

食

土

村(

千

葉

市)

の

状

況

を

知

る

う

え

で

貴

重

な

史

料

と

な

ろ

う

。
さ

ら

に

篠

原

家

は
天

保

九

年
頃

か

ら

酒

造

を

始

め

て
お

り

、
酒

造

株

の

取

得

を

め

ぐ

る

記

事

も

多

い

。
こ

の

日

記

は

、
現

在

刊

行

中

の
『
山

武

市

史
料

集
』
の

松

尾

編

と

し

て

翻

刻

さ

れ

て

い

る

。 

 

嘉

永

期

以

後

の

日

記

に

は

天

保

期

同

様

の

記

事

に

加

え

て

、

次

の

よ

う

な

特

徴

的

な

興

味

深

い

記

事

が

豊
富

に

あ

っ

た

。 

( 1 ) 

嘉

永

三

年

に

葵

白

と

改

名

し

、

俳

諧

活

動

を

展

開

す

る

記

事

が

頻

出

す

る

。 

( 2 ) 

文

久

三

年

十

二

月

に

当

地

方

で

起

っ

た

真

忠

組

事

件

と

、

そ

の

後

の

裁

判

状

況

を

示

す

記

事

が

当

事

者

の

記

録

と

し

て

多 

 
 

出

す

る

。 

( 3 ) 

当

地

方

に

お

け

る

幕

末

維

新

期

の

動

乱

状

況

を

示

す

記

事

も

多

い

。 

そ

こ

で

、

以

上

の

う

ち

(2 )
と

(3 )
の

二

点

に

焦

点

を

合

せ

て

日

記(

抄

出)

を

紹

介

し

た

。 

 

真

忠

組

事

件

に

つ

い

て

は

、

大

量

の

史

料

が

残

っ

て

お

り

、
『

東

金

市

史

』

を
は

じ

め

と
す

る
自

治

体

史

に

多

く

の

史
料

が

採

録

さ

れ

て

い

る

。

篠

原

家

文

書

の

な

か

か

ら

も

『

東

金

市

史 

史

料

篇

一

』

に

「

白

里

曙

」

が

採

録

さ

れ

て

い
る

。

し

か

し
、

そ

の

多

く

は

の

ち

の

記

録

で

あ

る

。 

 

こ

の

葵

白

の

日

記

は

同

時

進

行

の

記

録

で

あ

り

、

事

件

終

結

後

の

西

福

寺

を

臨

時

の

評

定

所

と

す

る

詮

議

の

様

子

も

記

録

さ

れ

て

い

る

。
当

時

葵

白

は

西

福

寺

の

一

角

に

隠

居

所

を

構

え

て

お

り

、
詮

議

に

も

書

記
役

と

し

て

係

っ

て

い

る

の

で

、
こ

の

日

記

の

記

録

は

貴

重

で

あ

ろ

う

。 

 

史

料

32
「

真

忠

組

没

収

品

預

り

一

札

」
は

東

金

市

東

金

能

勢

家

の

流

出

文

書

で

あ

る

。
流

出

の

経

緯

は

不

明

で

あ

る

が

、
大

分

以

前

に

筆

者
（

加

藤

）
が

東

京

の

古

書

店

か

ら

購

入

し

た

も

の

で

あ

る

。
能

勢

家

は

県
内

で

も

最

も

古

い

書

店

の

一

つ

多

田

屋

の

創

業

家

で

あ

る

が

、

こ

の

古

書

群

は

能

勢

家

が

書

店

経

営

以

前

の

医

師

時

代

や

書

店

経

営

初

期

の

史

料

で

あ

っ

た

。

一

応

の

調

査

終

了

後

、
千

葉

県

文

書

館

に

寄

贈

し

、
現

在

は

文

書

館

に

収

蔵

さ

れ

て

い

る

。
い

ず

れ

目

録
も

刊

行

さ
れ

、
公

開

さ

れ

る

こ

と

で

あ

ろ

う
。 
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(2 )
新

徴

組

の

活

動 

 
史

料

33
「

伊

東

滝

三

郎

略

歴

」
史

料

34
「

見

廻

日

記

」
は

、
九

十

九

里

町

片

貝

高

山

幸

洋

家

文

書

で

あ

る

。
伊

東

滝

三

郎

は

川

場

村
（

東

金

市

）
の

出

身

で

あ

る

が

、
伊

東

家

は

何

回

か

移

住

し

、
そ

の

子

孫

が

高

山

家

に

嫁

い

で

、
史

料

の

一

部

が

伝

来
し

た

も

の

で

あ

る

。 

 

幕

末

維

新

の

歴

史

を

振

り

返

る

と

き

必

ず

話

題

と

な

る

の

が

新

選

組

の

こ

と

で

あ

る

。
そ
の

新
選

組

の

最

後

の

生

存

者
が

、
昭
和

十

三(

一

九

三

八)
年

ま

で

生

き

た

東

金

出

身

の

稗

田

利

八(

池

田

七

三

郎)

で

あ

る

こ

と

は

有

名

で

あ

る

。

作

家

子

母

沢

寛

の

「

新

撰

組

物

語

」
な

ど

に

も

そ

の

回

想

が

記

さ

れ

て

い

る

。
但

し

、
稗

田

は

慶

応

三(

一

八

六

七)

年

十

月

、
土

方

歳

三

に

よ

る

江

戸

で

の

新

選

組

募

集

に

応

じ

た

も

の

で

あ

り

、
元

治

元(

一

八

六

四)

年

の

池

田

屋

事

件

後

で

あ

る

こ

と

は

勿

論

、
慶

応

三

年

の

大
政

奉

還

直

後

の

こ

と

で

あ

っ

た

。 

 

新

選

組

は

も

と

も

と

清

川

八

郎

の

奇

策

に

よ

り

幕

府

が

募

集

し

た

浪

士

組

の

分

れ

で

あ

り

、

浪

士

組

の

大

部

分

は

新

徴

組

と

な

り

、
京

都

、
江

戸

か

ら

庄

内

へ

と

移

動

し

、
苦

難

の

維

新

に

遭

遇

し

て

い

る

。
新

徴

組

の

最

後

の

地

と

な

っ
た

の

は

、
鶴

岡

市

郊

外

湯

田

川

温

泉

で

あ

っ

た

。
隊

士

た

ち

は

そ

の

地

に

分

宿

し

た

。
そ

の

名

簿

に

は

伊

東
滝

三

郎

の

名

は

な

か

っ

た

が

、
養

子

と

し

て

伊

東

滝

三

郎

の

名

が

あ

っ

た

。
滝

三

郎

は

照

内

へ

の

転

戦

の

な

か

で

戦

死

し

た

の

で

あ

ろ

う

か

。
な

お

、
湯

田

川

温

泉

裏

手

の

山

に

あ

る

墓

地

に

は

庄

内

で

戦

士

し

た

隊

士

の

墓

石

が

あ

り

、

地

元

の

人

た

ち

に

よ

り

香

華

が

手

向

け

ら

れ

て

い

る
。 

 

こ

の

よ

う

な

浪

士

組

、
新

徴

組

の

隊

士

に

川

場

村(

東

金

市

川

場)

の

伊

東

滝

三

郎

が

在

籍

し

、
そ

の

子

孫

の

も

と

に
「
伊

東

滝

三

郎

略

歴

」
「

見

廻

日

誌

」

な

ど

が

残

さ

れ

て

い

た

。 

 

こ

の

史

料

に

よ

り

、
伊

東

滝

三

郎

の

新

徴

組

参

加

の

経

緯

と

清

川

八

郎

暗

殺

後

の

浪

士

組
（

新

徴

組

）
の

動

静

も

一

部

判

明

す

る

。 

 

( 3 )
明

治

維

新

と

東

金 

 

史

料

35
「

寄

場

名

主

篠

原

葵

白

の

日

記

」
は

、
さ

き

に

紹

介

し

た

篠

原

家

文

書

で

あ

り

、
慶

応

四
（

一

八

六

八

）
年

一

月
か

ら

六

月

ま

で

、

激

動

の

時

代

の

東

金

周

辺

の

状

況

を

示

す

部

分

を

紹

介

し

た

。 

 

こ

の

日

記

に

は

、
新

政

府

の

先

鋒

副

総

督

柳

原

前

光

を

迎

え

、
混

乱

す

る

佐

倉

藩
や

船

橋

、
木

更

津

辺

の

房

総

戦

争

の

情

報

が
真

偽

と

り

ま

ぜ

て

伝

来

し

、

庶

民

の

動

乱

期

に

お

け

る

緊

張

し

た

東

金

地

域

の

様

子

が

リ

ア

ル

に

描
か

れ

て

い

る

。 

 


